
太陰暦日上における二三のシンギュラリティー

し＞というのが，伊勢，鳥羽（三重県），伊豆（静岡県）

の船乗りの言葉だという．またくねはん＞吹雪の伝承は

愛知県にもあるという．同じく田口1・）によると近江（滋

賀県）ではく比良八講は荒れじまい＞があるという．

　伝承に関係なく，このほかにもシンギュラリティーが

あるかもしれず，年間を通じて，太陰暦におき変えた天

気その他も調査しておくならぱ，あるいは長期予報の参

』考になるかもしれない．

　広島地方気象台予報課長藤本成男氏からは歳事記その

他からの伝承をご指摘いただき，また本文をご一読いた

だいた．記して感謝を申し上げる．
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台風上陸の時期
藤 井

　日本に台風が襲来する最も多い時期は210日がよく知

られている．日本気象資料より1610～1887年の半旬別台

風襲来数を高橋（浩）博士が調べられており台風の来や

すい時期として7月25日，8月16日，8月26日，9月15

日，9月25日頃があげられている．これと最近21年間

1940－1960年の上陸（九州～北海道）した台風（弱い熱

低を含む）を半旬ごとに，頻度で示した．1887年までの

は6月より徐々に多くなり，9月15日頃を頂点として10

月に少なくなっている．最近21年間では頻度変化の較

差が大きく，7月27日，8月6日，8月26日，9月15日

頃に台風が来やすいようである．即ち205日頃が最も多
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く，次が225日と185日頃と云える．前者とは最高の時

期が，9月15日頃より8月26日頃に移つていること，9

月の2つの頂点が9月15日頃に集まっていることが大ぎ

な違いである．1940年以後における台風上陸日のシンギ

ュラリティを調べたが，非常にバラツキが多く特に集中

した日はないが，7月15日，8月7，25，27日，9月26

日にそれぞれ3個づつ上陸しており．7月29日は4個も

上陸し特異日と云えよう．このうち3個は980mb以下

で九州の南部に，あとの1個は紀伊半島に上陸してい

る．1961年には225日にあたる9月16日に第2室戸台

風が上陸し近畿地方に大被害をあたえた．
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襲来（1610－1887年556個）上陸（1940－1960年102個）の頻度図
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